
広報聖籠 1平成16年12月末現在の ●人口13,877人（前月比 ＋022人） 男 6,939人 （＋08人）
●世帯数3,776世帯 前月比（+2世帯）人口の動き （前年比 ＋096人） 女 6,938人 （＋14人）
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2 広報聖籠

●申告・相談受付は

月 日(水)

月 日(火)

(贈与税は2月１日(火)～)

〜

税

の

申

告
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町役場申告会場での混雑等を緩和するために、集落毎の日

程を下記のとおり設定しました。

なお、この日程で都合のつかない方は、申告期間中いつで

も申告ができますので必ず期間内に申告してください。

月・日・曜日 時間 対　象　集　落
2.16(水） 午　前
2.17(木） 午　後

全集落農業所得青色・収支計算申告者

2.18(金）
午　前 四ツ屋・道賀新田・上大谷内
午　後 真野

2.21(月）
午　前 丸潟・桃山
午　後 山倉・苔沼・中の橋

2.22(火）
午　前 本諏訪山・山諏訪山
午　後 本大夫・山大夫

2.23(水）
午　前 山大夫・本三賀・山三賀
午　後 尾沢ケ丘・外畑・稲の平・ひばりが丘

2.24(木）
午　前

二本松・聖中ケ丘
午　後

2.25(金）
午　前 二本松
午　後 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘

2.28(月）
午　前 杉谷内・八幡・東山・旭ヶ丘
午　後 蓮野

3 . 1(火）
午　前

正庵・藤寄
午　後

3 . 2(水）
午　前 藤寄・大夫興野
午　後 甚兵衛橋・別條

3 . 3(木）
午　前

蓮潟
午　後

3 . 4(金）
午　前 蓮潟
午　後 蓮潟新田・網代浜

3 . 7(月）
午　前

網代浜
午　後

3 . 8(火）
午　前

網代浜・亀塚
午　後

3 . 9(水）
午　前

亀塚
午　後

3.10(木）
午　前

次第浜
午　後

3.11(金）
午　前

次第浜
午　後

3.14(月）
～15(火）

午前・午後 上記に申告できない方

申告書は、
自分で書いてお早めに

申告にあたっては、収入･支出

の項目ごとの合計額は、各自で計

算して記入ください。（医療費、

収支計算内訳書、社会保険料など）

次の方は税務署で申告を

今年から申告会場は
新発田市
カルチャ－センタ－です

自営業者（農業を除く）並び

に、株の取引や先物取引及び、

住宅借入金等特別控除（初年度）

還付申告の方は税務署(新発田市

カルチャーセンター)で申告をし

てください。受付時間午前9時～

午後3時30分（正午～午後1時ま

でを除く）

確定申告に関する
お問い合わせは

●新発田税務署　　　　　　　

1２２―３１６１（代　表）

1２２―３１６２（所得税）

1２２―３１６４（資産税)

1２２―３１７０（法人税)

●聖籠町税務課

1２７―１９５６（直　通)
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財政

●財政規模
（人口１人あたり）

１ 粟島浦村 3,122,935円

２ 入広瀬村 1,856,673円

３ 鹿瀬町 1,621,018円
52 聖籠町 548,424円
県平均 419,453円

調査時点：平成14年度

算出方法： 歳出決算額（普通会計）

住民基本台帳人口（H15.3.31）

●財政力指数

１ 刈羽村 2.029
２ 聖籠町 1.565
３ 湯沢町 1.534

県平均 0.393

調査時点：平成15年度

算出方法：基準財政収入額

基準財政需要額

●市町村民税比率

１ 金井町 46.0%

２　新津市 44.1%

３　板倉町 43.5%
110 聖籠町 11.9%

県平均 34.3%

調査時点：平成14年度

算出方法：市町村民税収入額

市町村税収入額

自然、人口

●人口総数

１ 新潟市 529,952人
２ 長岡市 194,546人
３ 上越市 135,195人
33 聖籠町 13,345人
県　計 2,455,741人

調査時点：平成15年10月1日
算出方法：国勢調査結果＋（日本人の出生・転

入-日本人の死亡・転出）＋（外国人
の出生・転入-外国人の死亡・転出）

●人口密度（人/KG）

１ 新潟市 2,284.9

２ 亀田町 1,925.7

３ 燕　市 1,106.7

24 聖籠町 351.3

県平均 195.2

調査時点：平成15年10月1日

算出方法：総人口

総面積

●出生率
（人口千人あたり）

１ 聖籠町 11.2人
２ 湯之谷村 10.3人

３ 上越市 9.8人

県平均 8.2人

調査時点：平成14年

算出方法：年間出生数

総人口
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経済、労働

●事業所数（所）

1 新潟市 28,376
2 長岡市 12,080
3 上越市 8,052
38 聖籠町 648

県　計 142,123

調査時点：平成13年10月1日

●従業者数
（1事業所あたり）

１ 聖籠町 16.2人
２ 頚城村 13.1人
３ 中郷村 10.8人

県平均 8.3人

調査時点：平成13年10月1日

算出方法：従業者数

事業所数

●就業率

1 粟島浦村 91.9%
2 羽茂町 68.9%
3 小木町 68.3%
19 聖籠町 63.3%

県平均 60.1%

調査時点：平成12年10月1日

算出方法：　就業者数

15歳以上人口

●就業者割合（産業3部門別）
1次 2次 3次

１ 羽茂町 37.6% 28.0% 34.2%
２ 松之山町 33.5% 23.6% 42.9%
３ 赤泊村 32.1% 34.3% 33.7%
50 聖籠町13.1% 38.1% 48.6%

県平均 7.3% 34.4% 57.9%

調査時点：平成12年10月１日

算出方法：第1（2,3）次産業就業者数

15歳以上就業者数

※順位は第1次産業就業者割合

●女性就業率

1 粟島浦村 87.7%
2 羽茂町 60.7%
3 小木町 58.8%
19 聖籠町 52.2%

県平均 49.1%

調査時点：平成12年10月1日

算出方法：　女性就業者数

15歳以上女性人口

●高齢者就業率

1 粟島浦村 84.4%
2 羽茂町 48.4%
3 赤泊村 45.8%
65 聖籠町 23.2%

県平均 22.7%

調査時点：平成12年10月1日

算出方法：65歳以上就業者数

65歳以上人口

自然、人口

●死亡率
（人口千人あたり）

1 松之山町 20.5人
2 羽茂町 19.4人
3 高柳町 18.4人
90 聖籠町 8.8人

県平均 9.1人

調査時点：平成14年

算出方法：年間死亡数

総人口

●平均寿命
男　　　　　　 女

１ 津南町79.4歳 小出町86.6歳
２ 六日町79.0歳 新津市86.5歳
３ 湯沢町78.8歳 青海町86.4歳
100 聖籠町76.7歳 (48) 85.3歳

県平均 77.7歳 85.2歳

調査時点：平成12年
算出方法：平成12年国勢調査による確定日

本人人口を基礎資料とし、平成
12年度都道府県別生命表の結果
を用いて算出

●平均年齢

１　高柳町 55.4歳
２　鹿瀬町 54.6歳
３ 松之山町 54.3歳
109 聖籠町 40.9歳

県平均 43.3歳

調査時点：平成12年10月1日
算出方法：年齢（各歳）×各歳別人口

総人口
+0.5

●婚姻率
（人口千人あたり）

1 刈羽村 6.5件
2 吉川町 6.2件
3 長岡市 5.9件
13 聖籠町　 5.3件

県平均 5.0件

調査時点：平成14年

算出方法：年間婚姻届出件数

総人口

●離婚率
（人口千人あたり）

１ 聖籠町　 2.40件
２ 豊栄市 2.32件
３ 川口町 2.29件
県平均 1.65件

調査時点：平成14年

算出方法：年間離婚届出件数

総人口

●昼間人口
（常住人口100人あたり）
１ 聖籠町 129.7人
２　湯沢町 121.3人
３　小出町 115.3人
県平均 100.0人

調査時点：平成12年10月1日
算出方法：A市（町村）の昼間人口

〔A市（町村）の常住人口-
A市（町村）からの流出人
口+A市（町村）への流入
人口〕/常住人口
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農 林 水 産 業

●専業農家割合
１ 高柳町 30.4%
２ 佐和田町 24.8%
３ 金井町 23.4%
51 聖籠町 9.6%
県平均 9.8%

調査時点：平成12年2月1日
算出方法：専業農家数（販売農家）

販売農家数
※専業農家とは、世帯員の中に兼
業従事者がいない農家をいう。

●耕地面積
（農家1戸あたり）

１ 潟東村 284ｱｰﾙ
２ 西川町 278ｱｰﾙ
３ 味方村 272ｱｰﾙ
31 聖籠町 180ｱｰﾙ
県平均 135ｱｰﾙ

調査時点：平成12年2月1日
算出方法：経営耕地総面積(総農家)

実農家数

●水田率

１ 潟東村 96.4%
１ 牧　村 96.4%
３ 和島村 96.0%
101 聖籠町 75.7%
県平均 88.9%

調査時点：平成15年7月15日
算出方法：水田の面積

耕地面積

家計、生活環境

●住宅地平均価格
（1gあたり）

１ 新潟市 86,000円
２ 亀田町 75,700円
３ 長岡市 75,500円
51 聖籠町 22,200円
県平均 37,900円

調査時点：平成15年7月1日
算出方法：国土利用計画法に基づく地価調査により、

県内463地点の基準値(住宅地)の「標準
価格」を市町村ごとに算術平均した。

●持ち家比率

１ 清里村 99.4%
２ 潟東村 99.1%
３ 山古志村 98.7%
49 聖籠町 91.4%
県平均 75.2%

調査時点：平成12年10月1日
算出方法：持ち家に住む一般世帯数

住宅に住む一世帯数

●ゴミ排出量
（年間1人あたり）

１ 湯沢町 808kg
２ 粟島浦村 604kg
３ 豊浦町 584kg
33 聖籠町 424kg
県平均 434kg

調査時点：平成13年度
算出方法：年間ごみ排出量

総人口

●自動車保有台数
（人口千人あたり）

１ 聖籠町 968.3台
２ 羽茂町 932.2台
３ 栄　町 904.4台
県平均 709.1台

調査時点：平成15年3月31日
算出方法：自動車保有車両数

総人口
※自動車保有車両数は、貨物、乗合、乗用、特殊用途、
大型特殊、小型二輪自動車及び軽自動車の合計をいう。

●火災発生件数
（人口1万人あたり）

１ 堀之内町 20.06件
２ 山古志村 14.48件
３ 津川町 14.04件
23 聖籠町 6.74件
県平均 3.46件

調査時点：平成15年
算出方法：火災発生件数

総人口

●交通事故発生件数
（人口1万人あたり）

１ 聖籠町 95.2件
２ 亀田町 79.3件
３ 新潟市 78.4件
県平均 59.0件

調査時点：平成15年
算出方法：交通事故発生件数

総人口
※高速道路における事故は除く

●刑法犯認知件数
（人口1万人あたり）

１ 湯沢町 411.2件
２ 荒川町 214.0件
３ 妙高高原町 210.1件
10 聖籠町 168.6件
県平均 145.9件

調査時点：平成14年
算出方法：刑法犯認知件数(除交通業過)

総人口

●道路舗装率

１ 味方村 92.6%
２ 新発田市 92.3%
３ 岩室村 91.9%

12 聖籠町 88.1%
県平均 70.4%

調査時点：平成15年4月1日
算出方法：舗装済延長

実延長
※市町村道の舗装率

●運転免許保有率

１ 吉川町 70.4%
２ 中之口村 70.1%
３ 刈羽村 69.3%
６ 聖籠町 68.5%
県平均 63.1%

調査時点：平成15年12月31日
算出方法：運転免許保有者数

総人口
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教 育 、 文 化

●教育費割合

１ 荒川町 31.8%
２ 横越町 30.6%
３ 神林村 26.9%
13 聖籠町 16.7%
県平均 11.9%

調査時点：平成14年度
算出方法：　　 教 育 費

歳出決算額(普通会計）

●公立図書館・公民館図書室貸
出冊数 （人口1人あたり）
１ 京ヶ瀬村 9.16冊
２ 刈羽村 8.78冊
３ 長岡市 7.80冊
26 聖籠町 3.09冊
県平均 3.26冊

調査時点：平成14年度
算出方法：個人貸出冊数

総人口

●指定文化財件数

１ 新潟市 112件
２ 柏崎市 103件
３ 糸魚川市 89件
63 聖籠町 21件
県　計 3,144件

調査時点：平成15年3月31日
※件数は、国・県・市町村指定の有形文化財、
無形文化財、民俗文化財、記念物、伝統的
建造物群保存地区、登録文化財の指定件数

福 祉 医 療

●シルバー人材センター入会率
（60歳以上人口100人あたり）
１ 紫雲寺町 11.62人
２ 川口町 9.16人
３ 中里村 8.53人
21 聖籠町 5.02人
県平均 3.33人

調査時点：平成16年3月31日
算出方法：シルバー人材センター会員数

60歳以上人口

●老人クラブ加入率
（60歳以上人口100人あたり）
１ 吉川町 85.2人
２ 板倉町 84.7人
３ 下田村 84.0人
15 聖籠町 66.5人
県平均 33.9人

調査時点：平成16年3月31日
算出方法：老人クラブ会員数

60歳以上人口

●病院・診療所数
（人口10万人あたり）

１ 入広瀬村 254.2施設
２ 粟島浦村 228.3施設
３ 鹿瀬町 176.1施設
94 聖籠町 45.0施設
県平均 75.0施設

調査時点：平成14年10月1日
算出方法：一般病院数＋一般診療所数

総人口

●国民健康保険診療費
（被保険者1人あたり）

１ 出雲崎町 399,626円
２ 青海町 391,450円
３ 中郷村 378,837円
100 聖籠町 248,682円
県平均 295,696円

調査時点：平成14年度
算出方法：診療費(入院・入院外・歯科）

被保険者総数(年間平均）

●老人医療費
（受給者1人あたり）

１ 白根市 735,561円
２ 小須戸町 734,928円
３ 粟島浦村 720,589円
101 聖籠町 513,946円
県平均 617,390円

調査時点：平成14年度
算出方法：　　 老人医療費　　　

老人医療受給対象者数

●むし歯保有数
（12歳児1人あたり）

１ 小須戸町 3.13本
２ 下田村 3.03本
３ 大和町 2.59本
16 聖籠町 1.85本
県平均 1.29本

調査時点：平成15年度
算出方法：未処置歯、喪失歯、処置歯の合計

歯科健診受診者数（12歳児）

●悪性新生物死亡数
（人口10万人あたり）

１ 山古志村 657.0人
２ 三川村 597.7人
３ 名立町 550.5人
77 聖籠町 262.2人
県平均 275.2人

調査時点：平成14年
算出方法：悪性新生物による死亡数

総人口
※悪性新生物　癌など

●心疾患死亡数
（人口10万人あたり）

１ 高柳町 459.1人
２ 羽茂町 368.7人
３ 真野町 347.1人
87 聖籠町 112.4人
県平均 132.8人

調査時点：平成14年
算出方法：心疾患による死亡数

総人口

●脳血管疾患死亡数
（人口10万人あたり）

１ 松之山町 652.3人
２ 名立町 428.1人
３ 大島村 423.2人
61 聖籠町 164.8人
県平均 147.9人

調査時点：平成14年
算出方法：脳血管疾患による死亡数

総人口
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最
終
審
議
を
経
て
町
長

へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
の
内
容
は
、
「
定
員
管
理
の

適
正
化
、
行
政
評
価
の
導
入
や
経
常

経
費
の
削
減
な
ど
民
間
企
業
が
取
り

組
ん
で
い
る
効
率
化
に
よ
る
コ
ス
ト

削
減
と
組
織
の
ス
リ
ム
化
へ
の
断

行
」
を
柱
と
し
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
す
ぐ

に
改
善
で
き
る
も
の
、
将
来
の
課
題

と
な
る
も
の
な
ど
分
野
別
に
整
理

し
、
平
成
８
年
度
に
策
定
し
た
行
政

改
革
大
綱
に
盛
り
込
み
実
施
に
向
け

取
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

8 広報聖籠

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
内
容
、
各
種
委
員

会
の
活
動
状
況
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

・
平
成
15
年
度
の
国
土
調
査
成
果

閲
覧
が
終
了
し
ま
し
た

平
成
15
年
度
に
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
蓮
野
・
大
夫
興
野
・
藤
寄

の
各
一
部
区
域
の
調
査
成
果
が
ま
と

ま
り
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
18
日

に
か
け
て
、
対
象
地
権
者
に
よ
る
地

目
、
地
積
、
所
有
者
な
ど
の
登
記
情

報
の
閲
覧
が
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
平
成
17
年
３
月
に
、

国
に
対
し
て
認
証
請
求
を
行
い
ま
す

の
で
、
秋
に
は
こ
の
調
査
結
果
が
法

務
局
の
登
記
簿
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

税

務

課

１
月
19
日
（
水
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
開
催

町
で
は
、
来
年
４
月
か
ら
固
定
資

産
（
土
地
、
建
物
）
の
評
価
替
え
を

実
施
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
評

価
審
査
委
員
会
で
は
、
現
状
と
今
後

の
動
向
を
協
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
先
回
の
評
価
替
え
（
15
年

度
）
で
は
、
２
納
税
義
務
者
か
ら

「
価
格
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
」

が
あ
り
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
２

者
案
件
と
も
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

総

務

課

12
月
27
日
（
月
）

・
行
政
改
革
推
進
委
員
会
答
申

平
成
15
年
６
月
に
町
長
か
ら
諮
問

を
受
け
た
第
３
次
行
政
改
革
推
進
委

員
会
は
、
地
方
自
治
・
新
時
代
に
対

応
し
た
聖
籠
町
の
行
政
改
革
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
３
部
会

を
設
置
し
「
組
織
機
構
と
定
員
管

理
」、「
行
政
評
価
」、「
行
政
運
営
の

簡
素
化
と
更
な
る
取
組
」
に
つ
い
て

12
月
24
日
（
金
）

・
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
開
催

町
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
町
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、
議
員
の

報
酬
額
に
つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
委
員
10
名
に
よ
り
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
現
在
の
経
済
情

勢
・
社
会
情
勢
か
ら
、
引
き
上
げ
の

措
置
は
適
当
で
な
く
、
業
務
内
容
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
据
え
置
き
と

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
」
と
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

学

校

教

育

課

12
月
24
日
（
金
）

・
第
12
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
対
す
る

専
決
処
分
の
承
認

・
就
学
援
助
の
認
定

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農

業

委

員

会

12
月
24
日
（
金
）

・
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第

10
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

▲町長に答申を手渡す地濃委員長

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許
可

申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所
有

権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
標
準
小
作
料
の
改
訂
に
つ
い
て

以
上
の
外
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

保

健

福

祉

課

・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
救
援
金

募
金
箱
設
置

昨
年
12
月
26
日
に
起
き
た
ス
マ

ト
ラ
島
沖
大
地
震
と
津
波
被
害
で
大

打
撃
を
受
け
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
へ
救
援
金
の
た
め
の
募
金
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
箱
の
設
置
場
所

・
役
場
町
民
課
窓
口
前

・
町
民
会
館
窓
口

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
聖
籠
観
音
の
湯
ざ
ぶ
〜
ん
館

●
中
越
大
震
災
義
援
金

・
聖
籠
町
剣
道
ク
ラ
ブ

・
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
親
善

剣
道
大
会
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販

売
し
売
上
金
の
一
部
を
寄
付
。

町
の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

●
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
入
札
参
加
資
格

登
録
を
受
け
て
い
な
い
方
で
「
少

額
で
内
容
が
軽
易
な
工
事
等
」
の

受
注
・
施
工
を
希
望
す
る
法
人
や

個
人
の
方
を
登
録
し
、
町
発
注
の

小
規
模
な
工
事
、
修
繕
に
お
い
て

積
極
的
に
業
者
選
定
の
対
象
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
業
者
の
受

注
機
会
を
拡
大
し
、
町
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

●
聖
籠
町
建
設
工
事
入
札
参
加
資

格
審
査
規
程
に
基
づ
く
資
格
審

査
（
い
わ
ゆ
る
入
札
参
加
資
格

者
登
録
）
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
平
成
17
･
18
年
度
に
「
少

額
で
内
容
が
軽
易
な
工
事
等
」

の
受
注
・
施
工
を
希
望
す
る
方

を
登
録
し
ま
す
。

●
小
規
模
工
事
等
の
範
囲
は
、
町

が
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設
工

事
や
修
繕
で
、
か
つ
、
そ
の
内

容
が
軽
易
で
、
１
件
の
契
約
金

額
が
100
万
円
未
満
の
も
の
で
す
。

●
契
約
方
法
は
、
原
則
と
し
て
複

数
の
業
者
で
の
見
積
合
わ
せ
に

よ
り
、
最
低
価
格
の
見
積
書
を

提
出
し
た
方
と
契
約
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
受
注
し
た
工
事
等
は
、
自
ら
履

行
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
一

括
下
請
（
丸
投
げ
）
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
施
工
で
き
る

範
囲
の
業
種
で
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

●
「
登
録
申
請
の
方
法
」

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
登
録

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
（
申
請
書
は
、
役
場
総
務
課

に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。）

①
町
税
の
納
税
証
明
書(

写
し
可)

法
人：

法
人
町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
。

個
人：

町
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
。

②
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た

め
に
必
用
な
資
格
、
免
許
等
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
。

※
平
成
15
･
16
年
度
に
登
録
さ
れ

た
方
で
、
継
続
し
て
平
成
17
･
18

年
度
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は

改
め
て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

平
成
17
年
２
月
１
日
か
ら
随
時

受
付
け
ま
す
。

・
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

■
提
出
場
所

役
場
総
務
課
行
政
係

■
有
効
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
（
４
月
１

日
以
降
に
申
請
の
場
合
は
受
付
日
）

か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

役
場
総
務
課
行
政
係

1
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平成17･18年度登録できる方

登録できない方

聖籠町に主たる事業所を置い

て建設業を営んでいる法人又は

個人の方。

建設業の許可の有無、経営組

織、従業員数は問いませんが、

次に該当する方は登録すること

はできません。

*************************

①聖籠町内に主たる営業所（本社、

本店）又は住所（住所登録）を

有しない方、契約を締結する能

力を有しない方及び破産者で復

権を得ていない方。

②聖籠町建設工事入札参加資格審

査規程に基づく入札参加資格者

名簿に登録されている方。

※物品、役務等で入札参加資格者

名簿に登録されている方は登録

が可能です。

③希望する業種を履行するために

必要な資格、免許等を有しない

方。

※例：電気工事、管工事、消防施

設工事

④町税を滞納している方

※町税　

法人：法人町民税、固定資産税、

軽自動車税

個人：町民税、固定資産税、軽自

動車税、国民健康保険税



平成１７年度採用聖籠町職員(看護師)採用試験を以下のとおり実施いたします。

① 職種、受験資格、採用予定人数

② 試験日等

③ 申込期限
平成17年2月15日（火）午後5時までに｢試験申込書｣を聖籠町役場総務課に提出してください。
｢試験申込書｣｢試験案内｣は、役場総務課にあります。また、聖籠町のホームページからも取得できます。

ホームページアドレス http：// www.town.seiro.niigata.jp

④ 合格の発表・採用
・ 合格者発表／平成17年2月下旬予定　

・ 合格者に対して通知し、採用は平成17年4月1日を最初の採用の日とします。

⑤ 給与
給与は聖籠町職員の給与に関する条例の規定により支給します。

平成17年度

人間ドック健診
―申込は2月15日(火)までー

聖籠町国民健康保険では、被保険者みなさまの健康管理

のために「人間ドック健診」を実施し、助成を行っています。

ぜひ、この機会に受診され健康増進にお役立てください。

■対象者

聖籠町国保の加入者で

昭和11年4月2日から昭和51年4月1日の間に生まれた方

■申込方法

配布済みの申込書に必要事項を

ご記入のうえ、2月15日(火)までに

隣組長さんに提出してください。

(お電話番号の記入・押印を忘れず

にお願いします)

※健診実施機関・期日・料金につ

いては申込書をご覧ください。

老人保健の受給者の方で、高額医療費が生じた方につ

いては、お知らせの文書「高額医療費の支給申請につい

て」をお送りしています。

老人保健では、申請の負担を軽減するため、一度申請

を済ませれば、以後、再び高額医療費が生じた場合には、

わざわざ申請をしなくても、自動的に登録いただいた口

座に振り込むという特別な措置を取っています。

医療費の払過ぎ分をお返しす

るための大切な申請です。代理

申請も可能ですので、お知らせ

がお手元に届いた方で、まだ申

請のお済みでない方は、早めに

申請くださるようお願いします。

10 広報聖籠

職　種 受験資格 採用人員

看護師 昭和49年4月2日以降に生まれた方で看護師免許を有する方 若干名

試験日 場　　所 試験内容

平成17年2月下旬
聖籠町役場 面接・作文試験

(申込者に別途通知します。)

詳しくは、聖籠町役場総務課秘書係までお問い合わせください。 1２７－２１１１　内線２２４

お問い合わせ　役場町民課国保係　1２７－２１１１（内線１１５・１１６）1２７－１９５２（直通）

聖籠町職員(看護師)募集

老人保健高額医療費の
支給申請について
－お早めに申請を－
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国民健康保険では、所得に応じた軽減措置があります。

給付においては、世帯主と世帯の国保加入者全員が住民税非課税という世帯に対して、下表のように高額

療養費の支給や入院時の食事代などで、負担が重くならないように自己負担限度額が少なくなっています。

また、国民健康保険税においても、世帯内の所得が一定基準に満たない世帯に対する軽減措置があります。

しかし、世帯の国保加入者の中に、未申告の方がいらっしゃると、正しい給付を受けられなかったり、軽

減を受けることができなくなります。

所得税の確定申告が必要ない場合でも、国保の軽減措置を受けるためには、申告が必要ですので、ご注意

ください。

世帯の年間の所得 軽減の種類 手続き

住民税基礎控除額相当（33万円以下） ７割軽減

33万円＋[24万5千円×被保険者数(当該世帯主を除く)]以下 ５割軽減

33万円＋（35万円×被保険者数）以下 ２割軽減

該当世帯は手続きなしで、軽
減措置を受けられます。

該当世帯へ申請用紙を郵送し、
手続きをしていただきます。

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

緑
　
　
丸 

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

緑
　
　
丸 

お問い合わせ　役場町民課国保係　1２７－２１１１（内線１１６）1２７－１９５２（直通）

区　　　　　分 一日あたり

住民税課税世帯 780円

住民税非課税世帯
90日までの入院 650円

90日を越える入院 500円

区　　　　　分 4回目からの限度額

上位所得者 139,800円
住民税 （1％加算あり） 77,700円

課税世帯 上位所得者 72,300円
以外の方 （1％加算あり） 40,200円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

○給付に関する軽減措置
■医療費の自己負担限度額（月額）

■入院時の食事代

○国民健康保険税に関する軽減措置
■国民健康保険税軽減制度の適用表

国保からのお知らせ

所得なしでも申告をしないでおくと、「未申告」ということで
軽減措置が受けられず、上位所得者として限度額を支払わなけ
ればならない場合も出てくるので注意してください！

国民健康保険税でも申告をしないでおくと、「未申告」という
ことで軽減措置が受けられず、去年よりも税金が高くなって
しまった･･･ということもあるので要注意です！
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住民税が世帯全員で非課税の方が、介護老人保健施設に入所された場合、毎月の利用

料は2万5千円程度（食費、生活費を除く）ですが、介護保険料を1年以上滞納している場合は、

施設に対して利用料を全額（２７～３３万円程度）支払うことになります。

後日、役場に領収書を持ってきて、９割分の請求をしていただければ、本来の自己負担分以外

の金額は戻りますが、受け取りまでには数ヶ月間かかります。また、滞納している保険料分を差

し引かれる場合もあります。

とある介護保険施設・・・

介護保険料を1年以上滞納すると、サービス利用料の

1割負担が、一旦

となります。

忘れていませんか？

10割負担

ちゃんと納めて
おけばよかった・・・

65歳
以上の方へ

具体例

施設入所費の自己負
担分３０万円（月額）
を払ってください。
後で役場に行けば9
割分は戻りますよ。
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住民税が世帯全員で非課税の方が、介護老人保健施設に入所された場合、毎月の利用料は２万

５千円程度（食費、生活費を除く）となりますが、徴収時効が成立した未納の介護保険料がある場合は、

利用料は８～１０万円程度を支払っていただくことになります。

※住民税が世帯全員で非課税の場合、月々の負担額が最高２万５千円程度（食費、生活費を除く）で済

む制度がありますが、２年以上の滞納の場合、これも適用されなくなります。

介護保険料の
納入は忘れずに

６５歳以上で、年金が年額１８万円未満の人は納付書等で介護保険料を納めます（普

通徴収）。普通徴収の人の保険料納付義務は、本人だけではなくその人の配偶者や世帯主

も連帯して負うこととなります（介護保険法第１３２条）。

聖籠町役場　町民課　介護保険係　（０２５４）－２７－２１１１(内線117)
保健福祉課 (保健福祉センター内)（０２５４）－２７－６５１１

介護保険に関することでわからない事などがありましたら、
お気軽にお問い合わせください。

普通徴収の人の保険料は、世帯主にも納付義務があります!!

介護保険についてご相談ください

介護保険料を2年以上滞納すると、サービス利用料が

1割負担 に3割負担

介護保険料の納付に
ご協力お願いします

具体例

お問合せ先
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町
で
は
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
大
学
か
ら
各
種
専
修
学
校
ま
で
の
幅
広
い

学
生
を
対
象
に
予
算
の
範
囲
内
で
育
英
資
金
の

貸
与
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
平
成
17
年
度

も
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
期
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
聖
籠
町
に
二
年
以
上
住
所
の
あ
る
者
の
子
弟

・
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種

専
修
学
校
の
入
学
生
及
び
在
学
生

・
学
業
に
専
念
し
、
心
身
共
に
健
全
な
者

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
者

・
聖
籠
町
育
英
資
金
の
貸
与
を
一
度
も
受
け

て
い
な
い
者

・
日
本
育
英
会
・
地
方
公
共
団
体
等
の
他
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
者

・
両
親
又
は
後
見
人
の
所
得
が
、
町
が
定
め
た

所
得
基
準
以
下
の
も
の

※
大
学
・
短
期
大
学
と
は
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
の
学
部
・
学
科(

課
程
）、
短
期
大
学
を

い
い
、
国
・
公
・
私
立
及
び
昼
・
夜
間
の
別
は

問
わ
な
い
。
た
だ
し
、
通
信
教
育
部
・
別
科
、

大
学
の
付
属
施
設(

例
え
ば
看
護
学
校
等
）、
放

送
大
学
、
自
治
医
科
大
学
、
産
業
医
科
大
学
、

防
衛
大
学
等
は
対
象
に
し
な
い
。
ま
た
、
専

修
学
校
は
学
校
法
人
で
あ
り
、
二
年
以
上
の

修
学
年
と
す
る
。

貸
与
決
定
の
月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短

年
度
末
ま
で
。

２
月
16
日(

水)

〜
３
月
25
日(

金)

ま
で
に

次
の
書
類
を
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
提

出
し
て
下
さ
い
。(

貸
与
決
定
は
到
着
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん)

・
育
英
生
願
書

・
在
学
証
明
書(

入
学
後
）

・
推
薦
調
書(

新
入
生
は
卒
業
学
校
長
の
推
薦
）

・
収
入
等
に
関
す
る
証
明
書(

両
親
又
は
後
見
人
）

(

給
与
所
得
者)

平
成
16
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し

(

事
業
者)

平
成
16
年
度
分
の
確
定
申

告
書
の
写
し

(

年
金
受
給
者)

年
金
の
源
泉
徴
収
票
、

支
払
通
知
書
等
の
写
し

※
兼
業
農
家
等
で
給
与
収
入
と
事
業
収
入
の

あ
る
場
合
は
、
両
方
提
出
す
る
こ
と
。

・
住
民
票
謄
本(

家
族
全
員
分
）

・
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書(

二
人
分
）

連
帯
保
証
人
が
二
人
必
要
で
す
。
一
人
は
両

親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
、
も
う
一
人
は
連
帯
保
証
人

と
別
世
帯
の
成
人
の
方
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
提
出
す
る
在
学
証
明
書
は
、
入
学
式
後
、

学
校
か
ら
発
行
し
て
も
ら
い
４
月
20
日
ま
で
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
書
類
は
学
校
教
育
課
で
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
選
考
決
定
し
４
月
下
旬
か
ら

５
月
上
旬
に
育
英
生
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

育
英
資
金
の
貸
与
は
、
年
３
回(

４
月
・
９

月
・
１
月)

本
人
名
義
の
普
通
預
金
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
初
め
て
受
け
ら
れ
る
方
は
４
月

の
選
考
後
、
５
月
末
に
振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。

育
英
生
が
休
学
、
ま
た
は
長
期
欠
席
の
と
き

は
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
休
止
し
ま
す
。
ま
た
、

育
英
生
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
場
合
等

は
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
廃
止
し
ま
す
。

現
在
、
貸
与
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
学
年
４
月
15
日
ま
で
に
、
在
学
す
る
学
校
の

「
在
学
証
明
書
」
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
卒
業
し
た
と
き
や
在
学
中
に
本
人
又

は
連
帯
保
証
人
の
住
所
、
身
元
等
に
移
動
が
生

じ
た
と
き
、
ま
た
休
学
、
退
学
等
の
場
合
は
速
や

か
に
学
校
教
育
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

育
英
資
金
の
返
還
に
は
利
息
が
つ
き
ま
せ
ん
。

貸
与
期
間
終
了
後
一
年
を
経
過
し
た
後
、
10
年
以

内
に
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
繰
上
げ
返
還
を
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

返
還
を
開
始
す
る
前
に
、
返
還
方
法
を
明
記
し
た

「
返
還
明
細
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

育
英
生
が
、
進
学
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り

教
育
委
員
会
が
返
還
を
困
難
と
認
め
た
場
合
は
、

育
英
資
金
の
返
還
を
猶
予
し
ま
す
。

ま
た
、
育
英
生
が
死
亡
又
は
心
身
障
害
等
の
た

め
に
返
還
が
困
難
で
あ
り
、
返
還
が
不
能
で
あ
る

と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
返
還
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

聖籠町育英資金貸与制度
教育委員会学校教育課

1 2 7 - 1 9 6 5（直通）育英資金の月額

◆自宅からの通学 ◆自宅外からの通学
大学 大学

短期大学 短期大学

高等専門学校 高等専門学校

各種専修学校 各種専修学校

この他に申し出のある方には、入学年度に限り一時金として大学は50万円、短期大学・高等専門学校・
各種専修学校は30万円を限度として貸与します。

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

30,000円(以内)｝ 50,000円(以内)｝

貸
与
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

貸
与
期
間

申
込
手
続

育
英
生
の
決
定

育
英
資
金
の
貸
与

育
英
資
金
の
休
止
と
廃
止

貸
与
期
間
中
の
届
出
に
つ
い
て

育
英
資
金
の
返
還

返
還
の
猶
予
・
免
除
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入って安心 交通災害共済
４月からの加入申し込みを受け付けます

交通災害共済制度は交通災害にあった場合、見舞金を支給する事業です。

県内すべての市町村が共同で運営する県民相互救済の制度です。現在加

入されている方は、平成17年3月31日で共済期間満了となりますので更新手

続きをお勧めします。

まだ加入されていない方は万一の事故に備え、加入をお勧めします。

町の交通事故
発生状況

【
会
費
】

一
人
　
年
額

５
０
０
円

途
中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額
で
す

【
加
入
手
続
】

２
月
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
申
込
書
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
に
は
世
帯
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
加
入
し
な
い
人
が
い
る
場
合
は
申
込
書
の
氏

名
を
線(

＝)

で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
が
加
入
す
る
場
合
は
、
氏

名
等
を
書
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

申
し
込
み
は
お
近
く
の
金
融
機
関
、
聖
籠
町
役
場
生

活
環
境
課
へ
現
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
月
11
日
ま
で
は
集
落
区
長
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
き
集
落
で
も
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
金
融
機
関
か
役
場
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
共
済
期
間
】

３
月
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
平
成
17
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
が
共
済
期
間
と

な
り
ま
す
。

４
月
以
降
申
し
込
ま
れ
た
方
は
申
し
込
み
の
翌

日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
が
共
済
期
間
と

な
り
ま
す
。
会
費
一
人
５
０
０
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
３
月
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

交通安全に関することは

役場生活環境課

1２７－１９６２ (直通）

区 分

年

12月

発生件数 死者数 傷　者

平成16年

平成15年

増　減

6

10

▲4

8

13

▲5

1

5

▲4

0

0

0

1月～12月

発生件数 死者数 傷　者

121

127

▲6

161

165

▲4

▲1月11日カルチャーセンターで行われた交通安全出初式

で警察署から各地区の交通安全団体に感謝状が贈られた。

新
発
田
警
察
署
管
内

交
通
死
亡
事
故

ワ
ー
ス
ト
返
上
!!

平
成
16
年
の
新
発
田
警
察
署
管
内(

新
発
田
市
・
聖

籠
町
・
紫
雲
寺
町
・
加
治
川
村)

の
交
通
事
故
死
者
数
は

４
人(

う
ち
聖
籠
町
は
１
人)

と
い
う
結
果
で
、
平
成
12

年
か
ら
４
年
連
続
県
内
警
察
署
で
最
悪
だ
っ
た
交
通

事
故
死
者
数
が
ワ
ー
ス
ト
を
脱
出
し
ま
し
た
。

新
発
田
管
内
で
は
平
成
16
年
は
前
年
の
15
人
と
比

較
す
る
と
11
人
減
少
で
減
少
率
73
％
と
な
り
県
内
33

署
の
う
ち
で
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
交
通
事

故
死
者
数
４
人
と
い
う
数
値
は
昭
和
34
年
の
３
人
に

続
く
少
数
で
し
た
。

こ
の
結
果
を
17
年
も
引
き
続
き
継
続
し
、
限
り
な
く
ゼ

ロ
に
近
づ
け
る
よ
う
、交
通
安
全
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
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2
月

2
日
・
新
発
田
地
域
し
尿
処
理
場
運
営

委
員
会

4
日
・
町
村
議
会
議
員
研
修
会

7
日
・
農
家
組
合
長
会
議

8
日
・
新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
運
営
委
員
会

・
新
潟
県
国
保
連
合
会
理
事
会

・
商
工
会
青
年
部
町
政
懇
談
会

15
日
・
北
陸
ガ
ス
㈱
東
港
工
場
竣
工
祝
賀
会

16
日
・
新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
本
会
議

17
日
・
新
潟
東
港
地
区
沿
岸
防
犯

協
力
会
総
会

19
〜
20
日

・
消
防
団
班
長
以
上
幹
部
研
修
会

22
日
・
新
潟
県
国
保
連
合
会

第
１
１
７
回
通
常
総
会

23
日
・
新
潟
県
町
村
会
定
期
総
会

・
豊
栄
市
・
聖
籠
町
議
員
協
議
会

24
日
・
郡
町
村
会
２
月
定
例
会

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

2 月 の 行 事

お問い合わせ先

町　役　場 1２７－２１１１

町 民 会 館 1２７－２１２１

図　書　館 1２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）
1２７－６５１１

診　療　所 1２７－１２３４

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆行政相談

2月8日（火）

9時30分～11時30分
役場総務課
1２７－２１１１(内線223)

◆心配ごと相談

2日（水）16日（水）

3月2日（水）
町社会福祉協議会
1２７－６７６７

◆乳幼児健康診査・各種学級　

○1歳2か月児歯科健診
14日（月）午後1時15分～

○妊婦学級(前期)
15日（火）午前9時30分～

○育児相談会
21日（月）午前10時～11時

○1歳6か月児健診
24日（木）午後１時15分～

○乳児健診
25日（金）午後1時15分～

◆各種予防接種

（受付は１時10分からです）

○ツベルクリン反応検査
16日（水）午後1時40分～

○BCG予防接種
18日（金）午後1時40分～

●成人おむつに係る費用の医療費
控除用証明書（介護保険主治医
意見書写し）の発行について

介護保険法に基づく要介護・要

支援認定を受け、おむつ代の医療費

控除を受けるのが2年目以降の方で

次の要件に該当する場合、介護保

険主治医意見書写しを発行します。

（平成16年中に使用したおむつ

代を医療費控除として平成17年に

確定申告する場合に発行します。）

■介護保険主治医意見書に次の記

載のある方

１、日常生活自立度が一定基準以

上（B1/B2/C1/C2）であること

２、発生の可能性が高い病態で

「尿失禁」の可能性が「あり」で

あること

●老齢者の所得税、地方税上の
障害者控除対象者認定書の発
行について

年齢65歳以上で心身に障害があ

り、身体障害者に準ずる方に「障

害者控除対象者認定書」を次の要

領で発行します。

■介護保険法に基づく要介護・要

支援認定を受けた方

・介護保険認定調査票の日常生

活自立度等に基づき認定

※平成16年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます。

発行には申請が必要です。希望される方は必ず事前に保健福祉課へお問い

合わせください。

保健福祉課（保健福祉センター内：127－6511）

成人用おむつ・老齢障害者
税金控除のための証明書を発行します

申請は保健福祉課へ

老
人
お
む
つ
給
付
事
業

お
む
つ
の
給
付
月
が

変
更
さ
れ
ま
し
た

●
変
更
前

５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月

●
変
更
後

６
月
・
９
月
・
12
月
・
３
月

次
回
の
お
む
つ
給
付
は
３
月
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課

福

祉
サ
ー
ビ
ス
調
整
係
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

1
２
７
―
６
５
１
１
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
待
ち

時
間
の
解
消
や
勤
労
者
な
ど
平
日

昼
間
に
相
談
で
き
な
い
方
へ
の
相

談
の
機
会
を
拡
充
し
、
年
金
相
談

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

毎
週
月
曜
日
の
時
間
延
長

毎
週
月
曜
日
は
、
年
金
相
談
の

受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延

長
し
ま
す
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

（
２
月
28
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

休
日
の
年
金
相
談
窓
口
開
設

平
成
17
年
１
月
か
ら
３
月
の

土
・
日
曜
日
の
う
ち
５
日
間

（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

ま
で
）
年
金
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

●
休
日
の
開
設
日

２
月

19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

３
月

12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

新
発
田
社
会
保
険
事
務
所

1
２
３
―
２
１
２
５

役
場
町
民
課

1
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

不
燃
ご
み
の
中
に
は
、
ま
だ
使
い

切
っ
て
い
な
い
カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ

ン
ベ
や
、
新
品
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
混

入
し
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
平

成
10
年
に
は
、
豊
栄
環
境
セ
ン
タ
ー

で
ご
み
を
処
理
す
る
際
に
爆
発
事
故

が
発
生
し
、
人
身
事
故
に
至
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
施
設
に
約
１
,
０
０
０

万
円
も
の
損
害
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
誤

っ
た
使
い
方
を
し
た
り
、
ガ
ス
が
残

っ
た
ま
ま
捨
て
た
り
す
る
と
事
故
に

つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
て
安
全
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

①
ガ
ス
臭
い
こ
と
に
気
づ
い
た
ら

使
用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

②
大
き
な
鍋
を
の
せ
て
使
用
す
る

と
ボ
ン
ベ
が
加
熱
し
て
大
変
危
険

で
す
。

③
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
使
い
切
り

ま
し
ょ
う
。
特
に
連
続
使
用
の
場

合
は
、
ボ
ン
ベ
が
冷
え
る
こ
と
に

よ
り
一
時
的
に
ガ
ス
が
出
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使
い
切
り

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
使
い
終
わ
っ
た
ら
穴
を
開
け
、

不
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
穴
を
開
け
る
時
は
屋
外

で
専
用
の
器
具
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
。)

役
場
生
活
環
境
課

1
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

社
会
保
険
事
務
所
の

窓
口
時
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

社
会
保
険
事
務
所
の

窓
口
時
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

年
金
相
談

区長さん
今年もよろしく
お願いします

行政と町民とのパイプ役を務めていた

だく36行政区の区長さんが決まりました。

１年間よろしくお願いします。（行政区に

よって任期に違いがあります）

行政区長名（敬称略）
平成17年1月現在

行政区名 氏 名
四 ツ 屋 笹　山　稔　秋
道 賀 新 田 竹　内　敏　彦
上 大 谷 内 神　田　和　夫
真　　　野 鈴　木　武　男
丸　　　潟 吉　井　義　民
桃　　　山 五十嵐　利　栄
山　　　倉 宮　村　政　弘
苔　　　沼 佐　藤　　　信
中 の 橋 肥田野　三　男
本 諏 訪 山 大　野　和　生
山 諏 訪 山 五十嵐　　　勇
本 大 夫 堀　　　清　一
山 大 夫 長谷川　　　孝
聖 中 ヶ 丘 小　柳　信　夫
本 三 賀 宮　野　孝　一
山 三 賀 斉　藤　貞　二
二 本 松 肥田野　二　雄
外　　　畑 三　森　　　登
蓮　　　野 加　藤　義　春
杉 谷 内 新　保　喜　幸
正　　　庵 藤　井　清　四
藤　　　寄 桜　井　　　怜
大 夫 興 野 小　池　一　行
甚 兵 衛 橋 渡　辺　武　一
蓮　　　潟 森　田　春　雄
蓮 潟 新 田 諏　訪　孝　雄
網 代 浜 山　田　敏　夫
次 第 浜 平　野　政　要
尾 沢 ヶ 丘 上　村　眞　一
亀　　　塚 高　崎　　　清
稲 の 平 遠　藤　　　毅
別　　　條 福　島　定　良
八　　　幡 田　辺　一　夫
東　　　山 佐　藤　　　清
旭 ヶ 丘 田　代　　　孝
ひばりが丘 大　道　正　治

役場総務課行政係

1２７－２１１１（内線２２５）

1２７－１９５７（直通）

区長さん
今年もよろしく
お願いします

透明又は半透明 
の袋でね。 

穴をあけても 
見えやすくして 
だす!

火が 

消える
まで 

使う!

振って 
音がしない 
ことを確認 

残ったまま 
捨てない!

カセット式ガスボンベの
ガスは抜いて出しましょう!
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

政令指定都市・新潟の将来像を
考えるシンポジウム開催
新 潟 力 を さ ぐ る

新潟市は平成17年3月21日に近隣12市町村と合併し、人口78万の大都市へと生
まれ変わります。これは、平成19年4月1日に大きな財政規模と県並みの事務権限
を持つ「政令指定都市」への移行を実現するためのワンステップといえます。
このシンポジウムでは、政令指定都市になると新潟市がどう変わるのか、様々

な分野から皆さんとともに考えます。

２月20日（日） 午後1時30分～午後4時30分　 新潟グランドホテル

■基調講演

「データから見る政令指定都市『新潟』」
講師　熊谷　建一（日本政策投資銀行新潟支店長）

■パネルディスカッション
テーマ「新潟力をさぐる～政令指定都市と私たちのまち・暮らし～」
パネリスト
・大村　哲夫（国土交通省北陸地方整備局長） ・篠田　　昭（新潟市長）
・熊谷　建一（日本政策投資銀行新潟支店長）
・金森　敦子（ノンフィクション作家）
・池主　透子（マーケティングリサーチ会社代表）
・望月　迪洋（新潟日報社編集委員室長、コーディネーター）
主催　政令指定都市・新潟の将来像を考えるシンポジウム実行委員会
■参加申し込み
はがき・ファックス又は電子メールで、住所・氏名・電話番号を記入
の上、下記参加申し込み先（事務局）までお申し込みください。
(定員500人・入場無料）
■締め切り ２月14日（月）

〒951-8550 新潟市学校町通1番町602 番地1

新潟市役所政令指定都市推進課

1０２５－２２８－１０００（内線２１０８・２１０９）
5０２５－２２３－１５５７　　E-mail：seirei@city.niigata.lg.jp

３月５日(土) 午後２時開演(１時開場)

りゅ～とぴあ　新潟市民芸術文化会館

■出　演：陸上自衛隊
第12音楽隊、松本アルプス太鼓、
新発田駐屯地ラッパ隊 他

■ゲスト
豊栄マーチングバンド

●申込方法
・往復はがきに右記の要領で記入して
申込ください。
・公募人数は、1,400名
・応募者多数の場合は抽選
・当選はがき１枚で２名まで入場可能
（お子様も入場券必要）

●応募締切　２月４日（金）必着

自衛隊新潟地方連絡部広報室
1０２５－２２９－３２３２

【往復はがき記載要領】

ハガキ記載例

※記載内容が十分でないはがき
は、返信できない場合があります

第4回 自衛隊新潟音楽まつり開催第4回 自衛隊新潟音楽まつり開催

往信 

郵便往復ハガキ 

新
潟
市
船
場
町 

　
　
２
丁
目
３
４
２
３ 

 

自
衛
隊
新
潟
地
連 

　
　
広
報
室
Ｐ
係
　
　
行 

9 5 1 8 0 3 5
（返信裏面） 

（白　紙） 
抽選結果を印刷しますので 

記入しないで下さい。 

返信 

郵便往復ハガキ 

○
○
県
○
○
市
○
○
町 

 

○
○
　
○
○
　
様 

　
　
（
ご
自
分
の
住
所
・
氏
名
） 

（往信裏面） 

1.住所 

2.氏名 

3.年齢　　歳 

4.性別 

5.職業 

検察審査員の選任方法 

国民・有権者 
（選挙人名簿搭載者） 

選定 

選定 

選定 ※ 

予定者 800名 

候補者 400名 

検察審査員･補充員 
1.4.7.10月各月末日 
に5～6人ずつ選定 

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会 

検
察
審
査
会
事
務
局 

※選定には裁判官、 
　検察官､市町村職員が 
　立ち会います。 

●犯罪の処分に
納得いかないとき

犯罪の被害にあったのに、あるい

は犯罪を告訴、告発したのに犯人を

裁判にかけてくれないのは納得でき

ないなど、検察官の不起訴処分につ

いて不満をお持ちの方、詳しいこと

をお知りになりたい方は、検察審査

会にお問い合せ下さい。相談や審査

申し立てについての費用は一切無料

です。また、秘密は固く守られます。

●検察審査会とは
検察審査会は、国の機関で主な仕

事として、検察官が犯人を裁判にか

けなかった『不起訴処分』のよしあ

しを審査する機関です。

審査する検察審査員は衆議院議員

選挙の選挙権を有する国民の中から

『くじ』により選ばれます。

１年間を４期間に分け、それぞれ

11人ずつの選ばれた検察審査員が代

表して審査しています。

新潟地方裁判所新発田支部内
新発田検察審査会事務局

10254－24－0121

ご存じですか

検察審査会
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●
職
種
及
び
応
募
資
格

・
職
　
　
種

生
活
支
援
員

・
年
齢
及
び
性
別

25
歳
（
平
成
17
年
４
月
１
日
現

在
）
ま
で
の
男
性

・
採
用
人
数

若
干
名

・
資
格
要
件

社
会
福
祉
主
事
、
知
的
障
害
者
援

助
専
門
員
、介
護
福
祉
士
、社
会
福
祉

士
（
受
験
資
格
を
有
す
る
者
も
含
む
）

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
者

※
申
し
込
み
時
点
で
上
記
の
資
格
取

得
が
見
込
ま
れ
る
者
も
含
む
。

●
申
し
込
み
手
続
き

・
申
し
込
み
方
法

指
定
の
職
員
採
用
試
験
申
込
書
と

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
や
ま
や
の

里
へ
提
出
す
る
こ
と

※
職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、
聖
籠

町
保
健
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

・
受
付
期
限
　
２
月
21
日（
月
）必
着

・
提

出

先
　
〒
９
５
９
―
３
４
０
４

岩
船
郡
神
林
村
大
字
山
屋
７
４
６
―
２

や
ま
や
の
里
庶
務
課
宛
（
郵
送
可
）

・
試

験

日
　
３
月
２
日（
水
）予
定

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
に

追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

知
的
障
害
者
更
生
施
設
や
ま
や
の
里

1
０
２
５
４
―
６
６
―
５
9
4
５

・
職
　
　
種
　
臨
時
職
員

・
採
用
人
員
　
２
人

・
勤
務
場
所
　
豊
栄
環
境
セ
ン
タ
ー

・
業
務
内
容
　

窓
口
受
付
及
び
事
務
補
助

・
勤
務
期
間
　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
18
年
３
月
31
日

・
勤
務
条
件
　

週
５
日
制
（
土
日
、
祝
は
休
み
）

８
時
30
分
〜
15
時
　
１
人

10
時
〜
16
時
30
分
　
１
人

・
応
募
資
格
　
高
卒
以
上

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

（
文
書
、
表
計
算
）

・
応
募
書
類

履
歴
書
（
指
定
様
式
な
し
）

・
応
募
締
切

２
月
28
日
（
月
）
午
後
５
時
必
着

持
参
、
郵
送
ど
ち
ら
も
可

・
選
考
方
法
　
面
接
に
よ
る

〒
９
５
０
―
３
３
０
５

豊
栄
市
浦
ノ
入
４
１
８

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

（
豊
栄
環
境
セ
ン
タ
ー
）

1
０
２
５
―
３
８
６
―
０
９
０
９
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工事（件）名 契約額（円） 業者名 納入完了日又は工事
(委託)期間最終日

入　札　結　果 H16.12.15～H17.1.14

平成17年3月22日

平成17年3月21日

平成17年3月30日

2,394,000

7,875,000

11,340,000

1

2

3

曽根建 (株)

(株) N IPPO
コーポレー
ション

フジマ舗道(株)

月の届出

（注１）届出の際に御承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して
掲載しています。戸籍に記載されている
正確な氏名と多少異なる場合がありま
す。ご了承ください。

町民課町民サービス係 127―2111 内線112

婚姻
新郎・新婦 行政区

宮　下 寿
とし

史
ふみ

さん

(松村) 百
もも

恵
え

さん
次第浜

齋　藤 大
だい

輔
すけ

さん

(中村) 裕
ひろ

美
み

さん
山三賀

平　野 奨
しょう

治
じ

さん

(立川) 仁
ひと

美
み

さん
次第浜

小　林 満
みつる

さん

(高橋) みゆきさん
正　庵

加　藤 隆
たかし

さん

(星野) 幸
ゆき

恵
え

さん
蓮　野

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

天
あま

汰
た

ちゃん (橋本　　巧) 次第浜

光
こう

永
えい

ちゃん (武藤　正志) 杉谷内

ひなたちゃん (松田　尚幸) 東　山

ミカエラちゃん (遠藤　正人) 藤　寄

七
なな

星
ほ

ちゃん (堀　　智紀) 杉谷内

恋
こ

夕
ゆ

姫
き

ちゃん (小名　貴之) 次第浜

華
か

梨
りん

ちゃん (渋谷　隼人) 次第浜

陽
はる

樹
き

ちゃん (黒金　修一) 東　山

12

死亡
氏　名 年齢 行政区

加　藤　ツミエさん（８２歳） 真　野

羽　田　鯉
り

久
く

さん（９１歳） 藤　寄

小　林　ハナイさん（８３歳） 亀　塚

小　見　キユシさん（８９歳） 藤　寄

高　橋　英
ひで

一
かず

さん（４９歳） 亀　塚

佐久間　愛
あい

子
こ

さん（８５歳） 苔　沼

五十嵐　キクエさん（８３歳) 桃　山

齋　藤　仁
ひと

志
し

さん（５６歳） 山　倉

堀　　　　　清
きよし

さん（６３歳） 本大夫

げんきなよい子

幸多い人生を

ごめいふ
くお祈りします

｝
｝
｝
｝
｝

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

知
的
障
害
者
更
生
施
設

「
や
ま
や
の
里
」
職
員
募
集

豊
栄
郷
清
掃
施
設

処
理
組
合
臨
時
職
員
募
集

公下工第35号　杉谷内
458号管渠整備工事

舗第1号　大夫興野浦山5号線
道路舗装工事

舗第4号
蓮潟家の前線道路舗装工事

●
お
詫
び
と訂

　
正

広
報
せ
い
ろ
う
１
月
号
16
ペ
ー

ジ
金
婚
夫
婦
慶
祝
者
名
で
、

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

誤
亀
　
塚

松

井

助
　
藏

定

子

〔
敬
称
略
〕

正
亀
　
塚

松

井

助

藏

ス

ワ

〔
敬
称
略
〕

↓
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国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
阿

賀
野
川
河
川
事
務
所
で
は
、
阿
賀
野

川
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
、
後
世
に
残
し
た
い
写
真

な
ど
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

阿
賀
野
川
に
抱
い
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
や
思
い
、
写
真
な
ど
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切

・
「
阿
賀
野
川
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

平
成
17
年
2
月
28
日(

月)

必
着

・
写
真
・
映
像
・
絵
画
・
文
献
な
ど

平
成
17
年
3
月
31
日(

木)

必
着

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
阿
賀
野
川
河
川
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
０
２
５
０
―
２
３
―
４
４
４
９

大
学
通
信
教
育
実
施
し
て
い
る
大

学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
で
は
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
大
学
の
教
職
員
が
直
接

相
談
を
受
け
る
「
合
同
入
学
説
明
会

を
」
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

参
加
申
込
不
要
、
入
場
無
料
、
入
退

場
自
由

３
月
６
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

ス
タ
ー
ホ
テ
ル
新
潟
３
階

■
参
加
校
　
大
学
18
校
、
大
学
院
５

校
、
短
期
大
学
５
校

※
な
お
、
当
日
参
加
者
に
は
、
大
学
通

信
教
育
の
概
要
、
学
習
方
法
、
取
得
で

き
る
教
員
免
許
、
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子
を
差
し
上
げ
ま
す
。

7
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

1
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.uce.or.jp

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

２
月
の
１
か
月
間
を
『
相
続
登
記
は

お
済
で
す
か
月
間
』
と
定
め
相
続
登

記
に
つ
い
て
の
県
内
一
斉
無
料
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
年
を
通
じ
て
毎
週
水
曜

日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま

で
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
要
予
約
）

新
潟
県
司
法
書
士
会

1
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会
開
催

―
正
規
の
大
学
教
育
課
程
―

募
集
し
ま
す
！

「
阿
賀
野
川
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
・
後
世
に
残
し
た
い
写
真
な
ど

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
の

無
料
相
談
月
間
の
お
知
ら
せ

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

新発田地域広域事務組合等の
入札参加資格申請受付

新発田地域広域事務組合等の
入札参加資格申請受付

県立女子短期大学
平成17年度特別受講生募集

県立女子短期大学
平成17年度特別受講生募集

平成17～18年度に新発田地域

広域事務組合、新発田地域老人福

祉保健事務組合、下越障害福祉事

務組合が発注する建設工事や物品

購入の入札、見積参加を希望する

人（法人を含む）の参加申請を受

け付けます。

詳しくは組合のホームページ

http://www.shibata-kouiki.jp/s-

kouiki/でご覧いただけます。

提出書類の様式

■工　事／新潟県の定める様式。

工事経歴書（経営事項審査時に添

付したものの写し）を添付してく

ださい。

■物　品／組合の定める様式。

（組合事務局総務課にあります）

■受付期間／2月1日（火）～28日（月）
土日祝除く

新発田地域広域事務組合総務課

126－1501

■受講資格

平成17年４月１日現在満18歳

以上で、半年又は１年継続して学

習する意欲のある方。学歴、性別

は問いません。

■受講料　

無料。ただし、雑費として１教科１千円

■募集科目　

53科目（１人３科目以内）

■募集期間

２月１日（火）～２月14日（月）

※募集要項の請求などは県立女子

短期大学まで問い合わせください。

1025－270－1302

「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た

ち
」
の
若
者
を
中
心
と
し
て
広
く
各

層
へ
の
献
血
思
想
の
普
及
並
び
に
献

血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
季
に
お
け

る
献
血
者
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
１
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま

で
全
国
一
斉
に
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
皆
様
の
善
意
で
献
血
に

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
内
で
は
、
献
血
バ
ス
が
各
市
町

村
を
巡
回
し
て
い
る
外
、
３
か
所
の

献
血
ル
ー
ム
で
毎
日
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

血
漿
成
分
の
み
を
採
血
す
る
成
分

献
血
の
場
合
、全
血
献
血（
２
０
０
P
・

４
０
０
P
献
血
）
に
比
べ
て
赤
血
球
を

体
に
お
返
し
す
る
た
め
、
体
へ
の
負

担
が
軽
く
て
済
む
と
と
も
に
、
よ
り
多

く
の
血
漿
成
分
（
４
０
０
P
献
血
に
比

べ
て
約
1.9
倍
）
を
献
血
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
実
施
機
関

新
潟
県
、
日
本
赤
十

字
社
新
潟
県
支
部
、
新
潟
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー

新
潟
県
福
祉
保
健
部
医
薬
国
保
課

1
０
２
５
―
２
８
５
―
５
５
１
１

（
内
線
２
５
５
５
）
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①
ミ
ニ
バ
ス
が
大
好
き
な
の
で
、

中
学
校
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に

入
っ
て
が
ん
ば
る
。

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
関
係
の
設
備
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

③
お
金
が
も
う
か
り
そ
う
な
の
で
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
勤
め
た
い
。

①
幼
稚
園
か
ら
習
っ
て
い
る
ピ
ア

ノ
を
が
ん
ば
り
た
い
。

③
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
の
で
、

音
楽
関
係
の
仕
事
を
し
た
い
。

①
中
学
生
に
な
っ
た
ら
サ
ッ
カ
ー

部
に
入
り
た
い
。

③
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
に
な
り
た
い
。

①
早
寝
早
起
き

③
お
笑
い
芸
人
に
な
り
た
い
。

●
亀
代
小
学
校
で
は
、
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
が
一
緒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

①
勉
強
を
が
ん
ば
る

②
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校

に
通
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

③
小
さ
い
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
職
業
。

①
学
力
テ
ス
ト
で
い
い
点
を
と
る
。

②
お
し
ゃ
れ
な
服
屋
さ
ん
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
。

③
エ
ス
テ
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な
り
た
い
。

①
中
学
校
で
野
球
部
に
入
っ
て
が

ん
ば
る

②
次
第
浜
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
が
毎
年
あ
る

の
で
今
年
も
楽
し
く
し
て
ほ
し
い
。

③
プ
ロ
野
球
の
選
手
に
な
り
た
い
。

①
中
学
校
で
勉
強
と
野
球
で
遅
れ

を
と
ら
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
る
。

②
網
代
浜
の
祭
り
を
楽
し
く
し
て

ほ
し
い
。

③
プ
ロ
野
球
の
守
備
コ
ー
チ
に
な

り
た
い
。

①
野
球
を
が
ん
ば
り
た
い
。

②
安
全
な
町
に
し
て
ほ
し
い
。

③
プ
ロ
野
球
の
選
手
に
な
り
た
い
。

新
年
を
迎
え

心
新
た
に
書
初
め
大
会

新
年
を
迎
え

心
新
た
に
書
初
め
大
会

１
月
14
日
（
金
）、
町
内
の
３
小
学
校
で
書
初
め
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
「
字
が
小
さ
く
な
っ
た
」
、
「
一
つ
難
し
い
字
が
あ
る
」

な
ど
と
い
い
な
が
ら
も
、
真
剣
な
表
情
で
書
初
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
書
き
終
え
た
作
品
は
、
校
内

に
展
示
し
た
り
書
初
め
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
た
り
す
る
予
定
で
す
。

新
年
を
迎
え
６
年
生
９
名
に
、
①
今
年
の
目
標
（
頑
張
る
こ
と
）、
②
町

な
ど
に
望
む
こ
と
、
③
将
来
の
夢

の
順
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

杉沢　亮さん

蓮野小学校６年

能登　遼一さん

山倉小学校６年

佐藤　千鶴さん

山倉小学校６年

平野　健人さん

亀代小学校６年

早津　大海さん

亀代小学校６年

高崎　望さん

亀代小学校６年

宮下　千早さん

亀代小学校６年

細貝　純佳さん

亀代小学校６年

田中 さくらさん

蓮野小学校６年
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月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

役
場
内
又
は
相
談
者
希
望
場
所

※
希
望
す
る
相
談
場
所
や
相
談
時

間
を
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お

伺
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
　

結
婚
相
談
員
　
二
宮
ま
で

1
２
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

―
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
―

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

〜
秘
密
厳
守
〜

結
婚
相
談

ばろひのなんみ

町の宝
で～す
12月の

乳児健診から

中野　千
ち

海ちゃん

4か月児

小野　優ちゃん

4か月児

平野　蘭ちゃん

4か月児

風間　奏佑ちゃん

4か月児

宮下 ちひろちゃん

4か月児

近藤　天明ちゃん

4か月児

丸山　優樹
き

ちゃん

4か月児

佐藤 和夏奈ちゃん

4か月児

住吉　佑太
た

ちゃん

4か月児

澤田　海斗
と

ちゃん

4か月児

諏訪　愛里
り

ちゃん

4か月児

元気に育ってね！
この写真は保健福祉

センターで行われる

乳児健診会場で撮

影しています。

あんぱんQさん　12歳 渡辺　日向子さん　10歳

うしくん　さん　12歳

投稿するときは濃い鉛筆かペンで
書いてください。
（薄いものは掲載できません）
名前は必ず書いてください。（ペン

ネーム希望の場合は名前の横にペンネ
ーム『○○○』と書いてください）

亀
代
小
学
校
の
な
か
よ
し
学
級
四

人
の
児
童
が
12
月
21
日
役
場
を
訪

れ
、
２
０
０
５
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

町
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
は
、
四
人
の
児
童
が
季
節

に
合
わ
せ
て
ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
描
い

た
手
作
り
で
す
。

四
人
の
児
童
か
ら
「
ど
う
ぞ
使
っ

て
く
だ
さ
い
」
の
言
葉
に
町
長
は

「
大
事
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

役
場
の
入
り
口
に
も
掲
げ
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
役
場
１
階

会
計
室
脇
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
役
場

へ
お
い
で
の
際
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

亀小
児童

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

町
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

町
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

町
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

町長にカレンダーをプレゼント
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

島田　貴章さん ７歳

小林　みのりさん ７歳

ニワトリさん 9歳

アップル★パイさん 11歳

ハロさん 12歳

プーサンさん12歳

次のテーマと要項により、ハガキ

（手紙も可）を募集します。

町の業務や行事、あるいは地域や

学校でのことなど、日々の生活の中

で感じたことなどをお寄せください。

（良かったこと、又良くなかったこ

と）

子供たちの意見も大歓迎です。

600字以内でお書きください。

絵を描くのが大好きな子供たち、

自慢のイラストをハガキの裏に書い

てどんどん送ってください。（黒一

色でハッキリと書いてください）

町政への積極的なご意見、ご提案

など（聖籠町の将来像、私はこう考

える･･･）を町民の皆様から寄せてい

ただくために設けられた、ハガキに

よる広聴制度です。町長が目を通し、

担当課で回答いたします。よりよい

町づくりのために、あなたのご意見

をお寄せください。

○町政ポスト用のハガキでお寄せく

ださい。（切手を貼らずに投函で

きます。）なお、このハガキは

①役場一階の総合案内

②保健福祉センターの窓口

③町民会館の窓口

④診療所の窓口

⑤図書館のカウンター

の5か所に設置してあります。ど

んどんお寄せください。

○なお、氏名・住所・電話番号の記

載のないものは掲載いたしません

ので、必ず記入してください。

（匿名希望、ペンネーム希望と書い

てくだされば名前は掲載しません）

※投稿原稿の趣旨を変えずに削った

り直したりする場合がありますの

で、ご了承ください。

○採用された方には、図書券を差し

あげます。

●聖籠の風

●イラスト自慢大募集

●『町政ポスト』Q＆Ａ

■応募方法■

一
年
間
の
無
火
災
・
無
災
害
、
町

民
の
安
全
を
祈
り
、
１
月
９
日
（
日
）

町
民
会
館
に
お
い
て
、
聖
籠
町
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
各
地
域
の
消
防
団
が
無
火

災
を
呼
び
か
け
な
が
ら
町
内
を
巡
回

し
、
町
民
会
館
に
集
合
、
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
安
全
祈
願
、

実
践
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
、
参
加
者

全
員
で
町
民
の
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら

発
生
し
ま
す
。
火
事
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

各
幼
稚
園
で
、
色
と
り
ど
り
の
だ

ん
ご
や
飾
り
物
を
木
に
取
り
つ
け
、

一
年
間
の
健
康
を
祈
願
し
「
団
子
木

飾
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓮
野
幼
稚
園
で
は
４
歳
児
が
１
月

13
日
に
園
児
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お

か
あ
さ
ん
と
一
緒
に
団
子
づ
く
り
に

挑
戦
。
「
今
年
も
元
気
で
い
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
自
分
た
ち

で
作
っ
た
団
子
を
楽
し
そ
う
に
飾
り

ま
し
た
。

一
年
間
の
町
の
安
全
を
祈
っ
て

だ
ん
ご
を
飾
っ
て

お
願
い
し
ま
し
た
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今
回
は
町
の
文
化
祭
を
取
材

し
た
際
に
、
ア
ケ
ビ
の
つ
る
を

編
ん
だ
め
ず
ら
し
い
作
品
を
見

つ
け
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

渡
辺
さ
ん
は
、
７
年
位
前
か

ら
友
達
と
一
緒
に
ア
ケ
ビ
の
つ

る
を
使
っ
た
籠
づ
く
り
な
ど
を

は
じ
め
ま
し
た
。

材
料
の
ア
ケ
ビ
の
つ
る
は
、

秋
に
友
人
と
二
王
子
や
赤
谷
へ

と
り
に
行
き
、
ト
ゲ
を
ハ
サ
ミ

で
取
り
１
〜
２
か
月
干
し
て
か

ら
水
に
戻
し
て
半
日
位
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
お
き
柔
ら
か
く

な
っ
て
か
ら
使
う
そ
う
で
す
。

編
み
方
は
、
一
回
だ
け
鍋
敷

の
編
み
方
を
習
っ
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
が
、
手
提
げ
バ
ッ

ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
入

れ
な
ど
は
自
分
で
作
り
方
を
工

夫
し
て
作
っ
た
そ
う
で
す
。

「
最
近
、
古
布
を
切
っ
て
編

ん
だ
ぞ
う
り
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
古
布
を
使
い
何
か

作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

次
回
の
文
化
祭
で
の
展
示
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

ア
ケ
ビ
の

つ
る
を
使
っ
て
い
ま
す

ア
ケ
ビ
の

つ
る
を
使
っ
て
い
ま
す

ア
ケ
ビ
の

つ
る
を
使
っ
て
い
ま
す

渡辺　ヨイさん（山倉）


